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 本研究は、茨城大学推進研究プロジェクト「新しい再生医療社会を理解し迎えるためのモデル教育の創出と提言 (代表 

瀧澤利行)」とスーパーサイエンスハイスクール指定校である茨城県立緑岡高等学校とにより開始した高大接続研究事業「再

生医療教育モデル講座」の一環として行った。中・高校生に対して再生医療に関する通信『懸け橋』を作成・発行し、『懸け橋』

が生徒の再生医療や iPS 細胞への興味関心を引き出せるのかを明らかにすることを目的とした。『懸け橋』を 6 回発行後

に質問紙調査を行った結果、『懸け橋』は、わかりやすい、楽しい・面白い、再生医療に興味がわいたと回答する者が 6 割

以上いた。 また、自ら学ぶという学習意欲を高め、特に、調べ学習をしたことが全くなかった者のうち約 3 割の者が自ら学

んでみたいと回答した。さらに、再生医療だけではなく、科学全般への興味を引き出すことができた。様々な進路希望を持

った生徒から再生医療や iPS 細胞に興味を持ってもらうこともできた。以上のことから、『懸け橋』は再生医療や iPS 細胞へ

の興味関心を引き出すツールの一つとして有用であることが示唆された。 

 

 

はじめに 

 

2012 年にノーベル生理学・医学賞を受賞した京都大学の山中伸弥教授は、2006 年にマウスの皮	
―――――――― 
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膚から新しい多能性幹 (induced Pluripotent Stem: iPS) 細胞を 1)、2007 年にはヒトの皮膚から iPS 細
胞を 2) 樹立することに成功した。iPS 細胞とは、皮膚などの体細胞に極少数の因子を導入し培養す
ることによって、様々な組織や臓器の細胞に分化する能力とほぼ無限に増殖する能力をもつ多能性

幹細胞である。iPS 細胞は、受精卵を介さずに作製できる、また、患者自身から採取した体細胞を
用いて作製できるという利点を持つため、病因の探索、創薬あるいは再生医療等への広汎な応用と

有効性が期待された 3),4)。日本をはじめてとして全世界で、細胞が初期化されるメカニズムの解明

といった基礎医学的研究のみならず、種々の組織や臓器の作製や医療用 iPS 細胞ストックの構築な
どといった再生医療への応用研究、また、再生医療に適した iPS 細胞の作製方法など iPS 細胞を
用いた新しい再生医療の実現に向けて多角的に動き出した。文部科学省では 2007 年に「iPS 細胞
研究等の加速に向けた総合戦略」を策定し 5)、次いで「文部科学省 iPS 細胞等研究ネットワーク」
を構築して、京都大学 iPS 細胞研究所を中心とした日本全体での研究と基盤の整備を進めオールジ
ャパン体制で再生医療の実現化を目指してきた。さらに、2009 年には「iPS 細胞研究ロードマップ」
6) によりその進行を具体化させ、10 年前後をめどに中枢神経系、骨・軟骨系、血球系、筋肉系、角
膜などにおける疾患等での再生医療の臨床試験を目指し研究が開始された。2014 年には眼疾患、滲
出型加齢黄斑変性に対して iPS 細胞を使った世界初の臨床研究が開始された 7)。こうした状況にお

いて、我が国の非専門家層を対象にした先行研究においては iPS 細胞や再生医療について比較的好
意的に受け入れているというデータがある 8)。 
	 茨城大学推進研究プロジェクト「新しい再生医療社会を理解し迎えるためのモデル教育の創出と

提言 (代表	 瀧澤利行)」では、このように医療の一つとして現実味を帯びてきた再生医療に対して、
医療の発展とともに私たち国民が高度で専門的な iPS 細胞を用いた再生医療を理解できる社会的
基盤を作ることが必要であることから、「新しい再生医療社会を理解し迎えるためのモデル教育：

Model Education for Regenerative Medicine to Children from Ibaraki University (MERCI：メルシー)」を創
出し提言することを目的とし研究を進めている。その一環で、スーパーサイエンスハイスクール指

定校である茨城県立緑岡高等学校とともに共同研究として高大接続研究事業「再生医療教育モデル

講座」を平成 27年度より開始した。 
	 本研究では、それらの取り組みの一つとして、中・高校生に対して再生医療に関する通信『懸け

橋』を作成・発行し、再生医療や様々な分野へ興味関心を持ってくれるように、また、最終的には

社会において人々が再生医療を理解し、医療や人生の選択肢を広げられるよう援助することを目指

した。 
 

 

方法 

 

1．再生医療通信『懸け橋』の発行 
	 毎月あるテーマに沿って『懸け橋』を作成し、茨城県の県立 A 高等学校、および B 中学校に在
籍する 1 年生から 3 年生の生徒と教員を対象に 27 年 6 月～ 12 月に配布した。 
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2．質問紙調査 
	 再生医療通信『懸け橋』を配布している生徒・教員を対象に質問紙調査を実施した。回収した 1282 
名のうち有効回答数は 931 名 (有効回答率 72.6%) であった。 
 

 

結果 

 

1．再生医療通信『懸け橋』の命名 
	 『懸け橋』という名前には、研究者、細胞提供者、医療従事者、家族などの患者を支える一人ひ

とりの思いを繋ぎ、再生医療通信をきっかけとしてたくさんの人が再生医療に関心を持つことがで

きるようという願いを込めた。再生医療通信の題字は佐藤によるものである。 
  

2．再生医療通信『懸け橋』の内容 
	 『懸け橋』は A3 用紙 (片面) で作成した (図 1)。左側には、導入部分の「はじめに」、今月の
テーマ、そのテーマについて、難しそうな内容であるという先入観を持たずに読んでほしいと考え

女の子が博士に質問をするという会話方式にした。右側には、会話の部分だけでは足りない情報を

紹介する「コラム」、再生医療だけでなく自分の体の仕組みについても取り上げた「クイズ」、日々

勉強や部活などに取り組む中・高校生に自分と向き合う時間をつくってほしいと思いから名言や歌

詞などを載せた「ちょこっと保健室」欄を加えた。 
 

 
図 1.	 懸け橋 6 月号 
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	 毎月のテーマは、表 1 の通りである。6 月には再生医療について、7 月には再生医療の現状につ
いて、研究や国の方針等など私たちがこれから向かっていくであろう方向について記載した。また、

再生医療は iPS 細胞の樹立によってその実現に可能性がでてきた。しかし、iPS 細胞ではなくても
再生医療に利用可能な細胞はあり、その多くは「幹細胞」である。そこで、「細胞」、「幹細胞」を説

明した上で iPS 細胞や ES 細胞について順次テーマとして取り上げ内容を深化させた。 

 
表 1.	  再生医療通信『懸け橋』の各月のテーマ 
発行月 テーマ 

6 月 再生医療とは 
7 月 再生医療の実現化に向けて 
9 月 細胞とは 
10 月 幹細胞とは 
11 月 幹細胞としての iPS 細胞 
12 月 ES 細胞とは 

 
3．質問紙調査 
	 12 月に『懸け橋』を配布した後、質問紙調査を実施した。内容は『懸け橋』を読む前のことにつ
いてと読んだ後のことについての 2 つに大別した。 
	 読む前について、山中伸弥教授および iPS 細胞についての知識については、「名前も功績 (意味) 
も知っていた」「名前のみ知っていた」と回答した者の割合は中学生、高校生および教員ともに約

90%であった (表 2)。また、再生医療や iPS細胞について、「知りたかった」「生徒や先生、家族等
と会話したことがある」と回答した者は約半数であった。会話の相手としては「生徒 (135 名)」「先
生 (72 名)」「家族 (296 名)」であった。一方、「自分から調べ学習をしたことがある」生徒は約 2 割
であった。しかしながら、「知識をもつことは大切だと思う」と回答した者は 70% であり、再生医

療や iPS 細胞を重要な内容であろうと考えている者が多いことが明らかになった (表 2)。 
 

表 2. 『懸け橋』を読む前について 
(%) 

 中学生 
(n=363) 

高校生 
(n=540) 

教員 
(n=28) 

全体 
(n=931) 

山中伸弥教授についての知識 84.6 91.5 100.0 89.0 
iPS 細胞についての知識 95.8 97.4 100.0 96.9 
再生医療や iPS細胞について     
	 … 知りたかった 54.3 54.3 85.7 55.2 
	 … 生徒や先生、家族等と会話したことがある 46.2 40.4 75.0 43.7 
	 … 自分から調べ学習をしたことがある 16.2 20.2 53.5 19.7 
	 … 知識をもつことは大切だと思う 71.1 67.9 96.4 70.0 

 

  『懸け橋』を読んだ後については、「わかりやすかった」「楽しかった・面白かった」「興味がわいた」と回

答した者の中で「わかりやすかった」が最も多く約 85% であり、すべてで半数を超えていた (表 3)。「自

ら学んでみたいと思うようになった」が約 40%、「生徒や先生、家族等と会話した」が約 30% であった 
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(表 3)。また、iPS細胞や再生医療だけではなく、科学全般について学んでみたいと思うようになった者は 
70% 以上であった (表 3)。 
 

表 3. 『懸け橋』を読んだ後について 
(%) 

 中学生 
(n=363) 

高校生 
(n=540) 

教員 
(n=28) 

全体 
(n=931) 

『懸け橋』について     
	 … わかりやすかった 84.8 85.1 100.0 85.5 
	 … 楽しかった・面白かった 72.8 71.1 100.0 72.6 
	 … iPS 細胞や再生医療に興味がわいた 62.5 67.2 96.4 66.3 
	 … 自ら学んでみたいと思うようになった 41.9 42.2 85.7 43.4 
	 … 生徒や先生、家族等と会話した 30.3 25.8 64.2 28.7 
科学全般について学んでみたいと思うようになった 71.9 74.5 100.0 74.2 

 

 再生医療や iPS 細胞について、読む前に「自分から調べ学習をしたことがある」と回答した者は 19.7% 
であった (表 2) が、『懸け橋』により「自ら学んでみたいと思うようになった」は 43.4% に増加した (表 
3)。そこで、それらについてクロス集計しカイ二乗検定を行った (表 4)。その結果、『懸け橋』を読んだ後

に自ら学んでみたいと思うようになった者は、『懸け橋』を読む前の調べ学習の経験によって有意な差が

認められた (p<0.001)。すなわち、『懸け橋』により再生医療や iPS 細胞について自ら学んでみたいと思

うようになった者は、これまでに自分から調べ学習をしたことがある者が多く、事前の興味関心や学習へ

の意欲に依存していた。また、自分から調べ学習をしたことが「とてもあった」者の 90% が『懸け橋』によ

りさらに学習への意欲が高まっていた。また、再生医療や iPS 細胞について、自分から調べ学習をしたこ

とが全くなかった者のうち、約 30% の者が『懸け橋』を読むことにより再生医療や iPS 細胞について自ら

学んでみたいと思ったと回答した。以上のことから、『懸け橋』には自発的な学習意欲を高める効果がある

ことが示唆された。 
 

表 4. 『懸け橋』を読むことによる再生医療や iPS 細胞への学習意欲ついて 
n (%) 

 
 

『懸け橋』を読んでから、再生医療や iPS細胞について自ら学んでみたいと思うようにな

りましたか。 
 

 
とても思った 

(n=91) 
少し思った 

(n=313) 
あまり思わなかった 

(n=414) 
全く思わなかった 

(n=113) 

再生医療や iPS細胞について、自分から調べ学習をしたことがありましたか。         
 とてもあった (n=50) 25 (50.0) 20 (40.0) 4 (8.0) 1 (2.0) 
 少しあった (n=133) 20 (15.0) 68 (51.1) 39 (29.3) 6 (4.5) 
 あまりなかった (n=263) 16 (6.1) 109 (41.4) 120 (45.6) 18 (6.8) 
 全くなかった (n=485) 30 (6.2) 116 (23.9) 251 (51.8) 88 (18.1) 

(P<0.001) 

 

 『懸け橋』の前後により、生徒、先生あるいは家族等と再生医療について話す機会の変化について、

『懸け橋』を読むことによる他者とのコミュニケーションについてクロス集計を行った (表 5)。その結果、
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『懸け橋』を読んだ後に他者と再生医療について話した者は、『懸け橋』を読む前の経験によって有意な

差が認められた (p<0.001)。すなわち、他者と iPS 細胞や再生医療について話すことがあった者は『懸

け橋』を読む前にも話をする経験があった者ほど多い傾向にあった。本集計結果より、『懸け橋』の発行が

他者とのコミュニケーションを活発にすることはなかった (表 2, 3) が、『懸け橋』の発行後も他者との再生

医療に関するコミュニケーションは継続的に行われていたものと考えられる。 
 

表 5.  『懸け橋』を読むことによる他者とのコミュニケーションについて 
n (%) 

 
 

『懸け橋』を読み始めてから、生徒、先生あるいは家族等と再生医療について話すこと

がありましたか。 
 

 
とてもあった 

(n=62) 
少しあった 

(n=205) 
あまりなかった 

(n=343) 
全くなかった 

(n=321) 

再生医療や iPS細胞について、生徒、先生あるいは家族等と話をしたことがありま
したか。 

        

 とてもあった (n=74) 28 (37.8) 19 (25.7) 12 (16.2) 15 (20.3) 
 少しあった (n=333) 17 (5.1) 124 (37.2) 125 (37.5) 67 (20.1) 
 あまりなかった (n=314) 9 (2.9) 43 (13.7) 169 (53.8) 93 (29.6) 
 全くなかった (n=210) 8 (3.8) 19 (9.0) 37 (17.6) 146 (69.5) 

(P<0.001) 
 

 「iPS 細胞や再生医療だけではなく、科学全般について学んでみたいと思うようになったか」と「『懸け橋』

を読んで再生医療や iPS 細胞に興味がわいたか」について、クロス集計を行った (表 6)。その結果、科

学全般について学んでみたいと思うようになった者は、再生医療や iPS 細胞への興味によって有意な差

が認められた (p<0.001)。すなわち、『懸け橋』を読むことによって再生医療や iPS 細胞に興味がわいた

者ほど、科学全般への学習意欲もわく傾向にあった。また、再生医療や iPS 細胞に「全く興味がわかなか

った」者のうち 33.8%が、「あまり興味がわかなかった」者のうち 48.5% が、科学全般について「とても学

びたい」「少し学びたい」と回答した。従って、『懸け橋』は再生医療だけではなく、科学への興味を引き出

すことにも貢献していることが示唆された。 
 

表 6. 『懸け橋』を読むことによる科学への興味ついて 
n (%) 

 
 

iPS 細胞や再生医療だけではなく、科学全般について学んでみたいと思うようになりま

したか。 
 

 
とても学びたい 

(n=195) 
少し学びたい 

(n=496) 
あまり学びたくない 

(n=189) 
全く学びたくない 

(n=51) 

『懸け橋』を読んで再生医療や iPS細胞に興味がわきましたか。         
 非常に興味がわいた (n=126) 86 (68.3) 31 (24.6) 5 (4.0) 4 (3.2) 
 少し興味がわいた (n=491) 87 (17.7) 346 (70.5) 54 (11.0) 4 (0.8) 
 あまり興味がわかなかった (n=237) 14 (5.9) 101 (42.6) 109 (46.0) 13 (5.5) 
 全く興味がわかなかった (n=77) 8 (10.4) 18 (23.4) 21 (27.3) 30 (39.0) 

(P<0.001) 
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 中学生・高校生に対して就きたい職業があるかを質問し、あると回答した 533 名にどのような職に就き

たいかを複数回答可でさらにたずねた。その結果、「法律に関する仕事 (69 名)」「医療に関する仕事 
(176 名)」「研究に関する仕事 (100 名)」「教育に関する仕事 (107 名)」「芸術に関する仕事 (56 名)」「ス

ポーツに関する仕事 (58 名)」「サービスに関する仕事 (53 名)」であった。「『懸け橋』を読んで再生医療

や iPS細胞に興味がわいたか」とクロス集計を行い、「非常に興味がわいた」「少し興味がわいた」と回答し

た者の割合を図 2 に示した。「法律」「医療」「研究」を希望する者でその割合が高く約 80% であった。

「教育」「芸術」「スポーツ」「サービス」に関する仕事を希望する者の割合は約 60% であった。以上のこと

から、『懸け橋』はすべての職種の半数以上の生徒に対して再生医療や iPS 細胞に興味を持ってもらう

ことができた。 

 
図 2. 中・高校生の希望職種と再生医療・iPS 細胞への興味 
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 本研究は、茨城大学推進研究プロジェクト「新しい再生医療社会を理解し迎えるためのモデル教育

の創出と提言 (代表	 瀧澤利行)」とスーパーサイエンスハイスクール指定校である茨城県立緑岡高
等学校とにより高大接続研究事業「再生医療教育モデル講座」を平成 27年度より開始した。その一
環として、中・高校生に対して再生医療に関する通信『懸け橋』を作成・発行し、再生医療や様々

な分野へ興味関心を持ってくれるように、また、最終的には社会において人々が再生医療を理解し、

医療や人生の選択肢を広げられるよう援助することを目指した。『懸け橋』は、[1] わかりやすい、楽し

い・面白い、再生医療に興味がわいたと回答する者が 6 割以上いた。 [2] 自ら学ぶという学習意欲を高

めた。特に、調べ学習をしたことが全くなかった者のうち約 3 割の者が自ら学んでみたいと回答した。[3]
再生医療だけではなく、科学への興味を引き出すことができた。[4] 様々な進路希望を持った生徒から再

生医療や iPS 細胞に興味を持ってもらうことができた。以上のことから、『懸け橋』は再生医療や iPS 細

胞への興味関心を引き出すツールの一つとして有用であることが示唆された。 
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 本研究を実施する以前の研究として、私たちは、再生医療に関連する単語 106 語を抽出し、それらの

単語が中学校及び高等学校の理科及び保健体育の学習指導要領解説に記載されているか、および使

われ方について調査した (データ未公表)。その結果，38 語 (35.8%) が中学校あるいは高等学校の学

習指導要領解説に記載されていた。そのうち、30 語については再生医療を理解する際の意味と同じ意

味であり、中学あるいは高校のどちらかもしくは両方で記載されていた。しかし、残りの 8 語について、

『再生』は再生医療で使用される言葉とは異なる意味で記載されており、『分裂』『分化』『核』『発生』『転写』

『組織』『誘導』は再生医療で使用される言葉と同じ意味・異なる意味の両方で記載されていた。現行の学

習指導要領では再生医療や iPS 細胞について触れられていない。これらの内容は「発展」という形で各

教科書に記載されるため、出版社に依存するところが多い。すなわち、現在の生徒が再生医療や iPS 
細胞を知るという時、それは新聞やテレビあるいはインターネットをもとにしたものが多数を占めると予想

され、中学校から高校にかけて細胞から遺伝子等の再生医療の基礎を学ぶための「素材」としての単語

を学ぶが、それをどう繋げて報道を理解し、医療という社会まで考え創造していくかは個人の興味による

ところとなっている。 
 

 本研究では、短い期間の中で『懸け橋』を 6 回発行し、その有用性を調査した。その結果、わかりやす

い，楽しい・おもしろい、興味がわいたという回答 (表 3)、学習意欲の向上 (表 4) を引き出すことができ

たものの、友人や先生、家族との会話についてはその機会を増やすことはできなかった (表 5)。会話、

すなわち、自分の言葉として再生医療や iPS 細胞を他者に表現するという言語能力を獲得することはで

きなかった。『懸け橋』の発行後も他者との再生医療に関するコミュニケーションの頻度は継続的であった

が、上述したように再生医療に関する理解が個人の興味に依存することから、新たな枠組みでのコミュニ

ケーションの構築はできなかったのではないかと思われる。今後、生徒を含めた一般市民がその言葉を

概念として理解し、会話の一部として発することができるようになるための教材が必要になると考えられる。

一方、『懸け橋』により、70% 以上の者が科学全般について学んでみたいと思うようになり (表 3)、すべ

ての職種を希望する者の半数以上が再生医療や iPS 細胞に興味がわいたと回答した (図 2)。現在、研

究を中心として再生医療という医療技術が開発されつつあるが、その成果は私たち一般市民が医療の可

能性と医療の選択という形で受けることになる。本調査では特に将来の職として法律に興味のある生徒の

約 8 割が『懸け橋』を読んで再生医療や iPS 細胞に興味がわいたと回答した。このように、社会を作る上

では様々な立場の人に興味を持ってもらうことが重要であると思われる。さらに、『懸け橋』が再生医療だ

けではなく科学全般への興味を引き出せたことは特筆すべきことである。 
 

 以上のことから、本研究では、茨城大学推進研究プロジェクト「新しい再生医療社会を理解し迎えるため

のモデル教育の創出と提言」と茨城県立緑岡高等学校との高大接続研究事業の共同研究として、再生医

療教育通信『懸け橋』を発行し、その有用性を示すことができた。 
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